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Abstract
Two spesies of pyramidellid mollusks collected 

from Mie and Miyazaki prefectures are reported: Tur-
bonilla magroi Peñas & Rolán, 2010 and Turubonilla 
sp. The first species was newly recorded from a soft 
bottom site of Ago Bay in a depth of 60 m.

はじめに
南九州を中心に沿岸及び海岸生物の調査し，特

に干潟，アマモ場などの希少な生物を報告してき

た（三浦ほか，2012 など）．中でもトウガタガイ

科腹足類は，3300 種以上を含み，とりわけ多様

性が高い（WoRMS, 2021；三浦，2021a–f）. 本稿

では三重県と宮崎県で得られた未記録のトウガタ

ガイ科巻き貝 2 種を報告する．なお，本研究に使

用した標本は，宮崎県総合博物館に保管登録の予

定である．

材料と方法
材料は，1984 年に三重県，2019 年に宮崎県か

ら得られた 2 種各 1 個体である．船上あるいは実

験室で前処理を行い，固定・水洗後 70% Alcohol

に保存した．また，必要に応じて超音波洗浄機を

用いて付着物を除いてから殻の形態を観察した．

トウガタガイ科 Pyramidellidae Gray, 1840

Turbonillinae Bronn, 1849 

Turbonilla Risso, 1826

ミエイトカケギリ（新称）
Turbonilla magroi Peñas and Rolán, 2010

（Figs. 1A–D）

Turbonilla magroi Peñas and Rolán, 2010, pp. 102–

103, figs. 7D, 39F–I.

採集記録　1984 年 9 月 16 日三重県英虞湾浜島

沖 水 深 60.0 m, 34°14.30′N 136°43.33′E, Seisui84–

R07 Station 502A (1)．

形態・分布・生態　三重県浜島沖から得られ

た標本は，各螺層が極めて低いため，細かく縫合

で刻まれた細長い円錐型である（Figs. 1A, B）．

殻高 5.3 mm，殻幅 1.2 mm であった（Figs. 1A, B）．

胎殻は 2.5 階で，殻軸にほぼ 90° 異旋し，胎殻の

各階が高いため，後生殻から横に突出している 

（Figs. 1B, C）．後生殻の螺層は 13 階で，殻は厚く，

白色半透明で，内部の軟体が確認できる（Fig. 

1E）．螺層の幅に対する高さの比は 43–45% 程度

で平たく，螺層側縁は丸く，縫合は深く括れる．

各螺層には体軸と 6° の角をなすやや太い縦肋が

あり，体層では 15 本である．縦肋は螺層周縁で

消失し，殻底は平滑である（Figs. 1A, B）．肋間は，

極めて広く，縦肋の 2 倍以上の幅があり（Figs. 

1A, B），肋間に螺条は確認できず，平滑である．

殻口は扇形で，外唇が円弧状になるが，やや角張っ

ている．軸壁は弱い．

得られた標本は低い螺層とまばらな縦肋の特

徴を持ち，フィジーの 102–106 m から報告された

Turbonilla magroi Peñas and Rolán, 2010 と同定され

た．英虞湾の水深 60 m で採取された本種との違

いは，胎殻が 2.3 階（前種）か 2.5 階（本種）に

ある．その他，螺層の最大縦肋数も 13 か 14 本で，
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わずかに大きな三重県産標本との差は，個体差レ

ベルと思われ，本報では同一種と考えたが，新た

な標本が得られ，観察制度が上がれば，別種と判

断される可能性も否定できない．

円錐形で螺層の低い既知の日本産トウガタガ

イ 科 に は， ト ク ナ ガ イ ト カ ケ ギ リ Turbonilla 

tokunagai Yokyama, 1920，ラッパイトカケギリ T. 

hadakazimana Nomura, 1938，ウネイトカケギリ

Turbonilla sp. あるいはヨコヤマウネイトカケギリ

T. scrobiculata Yokoyama, 1922が知られている（堀，

2000, 2017；三浦，2021b）．トクナガイトカケギ

リは，胎殻が 2 階で本種の 2.3–2.5 階とは区別さ

れる（Yokoyama, 1920）．すでに報告したように，

ラッパイトカケギリは螺層がさらに低く、高さは

幅の 45–47% 程度で，ウネイトカケギリは縦肋が

細く、肋間が狭く，高密に並んでいるため，本種

とは区別される（Nomura, 1938；堀，2000, 2017；

三浦，2021b）．ヨコヤマウネイトカケギリは外殻

の概形が本種とよく似ているが，縦肋が融合して

縦張肋を形成するため，本種のように整った円錐

形にはならない（Yokoyama, 1922；三浦，2021b）．

上記の日本産既知 4 種は，いずれも本種に比べ，

太く短い概形を持ち，縦肋が多いため，区別は容

易である．新称のミエは三重県と胎殻の 2.5 階（≒

3 重）を表現した．

ダンダンイトカケギリ（新称）
Turbonilla sp.
（Figs. 1E–J）

near Turubonilla someiensis Nomura, 1939, p. 136, pl. 

9, fig. 16.

near ユウガイトカケギリ　堀，2000, p. 713, pl. 

355, fig. 63 as Zaphella elegantula (A. Adams, 

1860)； 堀，2017, p. 1111, pl. 413, fig. 16 as 

Turubonilla someiensis Nomura, 1939.

Fig. 1. A. Turbonilla magroi Peñas and Rolán, 2010 collected from Ago Bay, Mie Prefeture, ventral view; B. The same, latereal view; C. The 
protoconch of the same, lateral view; ;D. The same, dorsal view; E. Turbonilla sp., ventral view; F. The same, lateral view; G. The same, 
dorsal view; H. The same, upper–lateral view; J. The base of the same. Scale for A, B. E, F and G = 1 mm.
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採集記録　2019 年 8 月 1 日宮崎市野島岩礁海

岸南端砂洗い出し（死殻 1）．

形態・分布・生態　宮崎市の岩礁海岸から得

られた標本は死殻 1 個体であったが，形態のユ

ニークさからあえて，記録することとした．殻高

3.4 mm，殻幅 1.8 mm であった（Figs. 1E–G）．胎

殻は 2 階で，殻軸に対して約 110° 異旋する．後

生殻の螺層は 4 階で，殻はやや薄く，白色半透明

で，内側が透ける程度である．螺層に色帯はない．

螺層の縫合下の側縁は肩張り，外殻が階段状にな

る．縫合は深く括れ，続く螺層の上部はテラス状

になる（Figs. 1G, H）．各螺層には体軸とほぼ平

行な縦肋がある．縦肋は上部で細く，下部がやや

太く，直線的である．体層では 21 本で，螺層周

縁で消失する．縦肋より肋間が希に広いが，多く

はほぼ同幅で，第 1 および第 2 螺層では肋間が明

らかに狭い（Figs. 1E–H）．肋間には螺条が見られ，

殻底には 8 本の不等間隔の螺条が明瞭である（Fig. 

1J）．殻口は扇形で，直線的な内唇と殻底のライ

ンが角張り，外唇は円弧状であるが，周縁で弱い

角をなす．軸壁は弱い．

宮崎県で採集された標本の概形は，カゴメイ

トカケクチキレ Pyrgulina casta (A. Adams, 1861)

とよく似ているが，本種の胎殻は 110° 異旋する

一方，カゴメイトカケクチキレでは 180° 異旋し

て裏返った胎殻を持ち，属レベルの違いがある．

他方，ユウガイトカケギリ Turubonilla someiensis 

Nomura, 1939 とダンダンイトカケギリの形態が一

部で一致したため，比較すべき種として例示した．

ダンダンイトカケギリは，螺層が下部に向かって

著しく幅広くなり，塔型ではなく，ピラミッドの

ような低い円錐形になる点で塔型のユウガイトカ

ケギリとは全く異なる．死殻だけが採集されてい

るので，今後とも調査を継続するつもりである．

本稿で紹介した 2 種は形態が特異なので同定

が簡単と思われたが，いずれも既知種でない可能

性も考えられるため，今後も情報を集積し，検討

が必要と思われる．
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